
みやざきエコアクション認証規格
平成25年6月21日　一部改正
	項　　　目
	内　　　　容

	１  具体的な取り組みの策定

２　環境目的及び目標達成計画

３　環境宣言

４　法律の順守

５　責任者の任命
６　教育・研修
７　内部確認

８　経営者による見直し


	事業者は、業務上の環境負荷の程度及び環境への良い効果、緊急事態を考慮し、重点的に取り組む項目を決定し、取り組むべき具体的な活動内容を決定すること。

事業者は、下記のとおり測定可能な環境目的及び目標を設定し、実行すること。

1 環境目的及び目標は、事業者の環境活動チェックの結果を考慮    　　　　して設定すること。

2 事業者は環境目的及び目標を達成するための具体的な活動内容   　　を含んだ目標達成計画を作成し、実施すること。
3 事業者は手順がないと環境宣言及び環境目的・目標が達成できな 　　い業務の運用については、必要に応じ業務手順書を作成すること。
· 本来業務に係る環境に影響を与える原因を考慮して設定することが望ましい。
経営者は事業者の環境宣言を定め、事務所内に掲示するなどして全従業員に周知すること。環境宣言文には下記の事項を含めること。
① 継続的改善及び環境にやさしい活動を約束すること。

② 事業者に関係する環境関連法律、条例等を順守する宣言文を含めること。
③ 環境保全のための重点的な取り組み項目が示されていること。
事業者は、関係のある環境関連法律・条例等を特定し、順守すること。

事業者はその順守状況を定期的に評価し、記録を残すこと。
経営者は、みやざきエコアクションシステム（以下、エコアクションという。）を構築し、実行するための環境管理責任者を任命すること。環境管理責任者は下記の事項を行うこと。

① 取り組み状況を定期的に評価し、記録すること。

② システムの運用結果を取りまとめ、経営者に報告すること。

③ 改善のために必要な事項を経営者に提案すること。

④ 教育・研修を計画書に基づき、主催して実施すること。

· 事業者における組織の状況により必要があれば、部署及び取り組み項目ごとに担当者を置くこと。
事業者は、エコアクションの取り組みを従業員に周知させるために、下記の事項を含んだ教育・研修を実施すること。
① 環境宣言及び目標達成計画
② 業務活動が与える環境への影響について
事業者は、下記の事項を行うために、定期的にエコアクションの要求事項及び事業者で計画した事項を適切に実施しているか確認を行うこと。
① 内部確認は年に１回、内部確認報告書を作成すること。
② 内部確認の結果は、経営者に報告すること。
③ 環境目標については定期的に、達成状況を把握し、従業員等に
周知させること。
２　所定のとおり内部確認した結果、不適合や目標の未達が発見された場合には、原因を特定し、改善を行うこと。

経営者は目標達成状況や環境保全活動の取り組み状況などをもとに、取り組みの見直しを行うこと。

① 経営者による見直しを行う場合には、下記の情報（記録）を考慮すること。

・ 内部確認報告書　

・ 環境関連法律・条例の順守状況
・ 環境目的及び目標の達成度　

・ 改善のための提案
・ 前回審査に対するフォローアップ
② 経営者はエコアクション全体の取り組み状況を評価し、全般的な見直しを実施し、必要な指示を行うこと。
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